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ものと，応力拡大係数の最大値 ma x がある値以上となったときに生ずる ma x 支配型のものとが存在
し， max 支配型のき裂進展の始まる ma x 値( IHE) は S U S301鋼の方が低いことがわかった。また，
応力比 (= min/ maJ が0.05 と低い場合，生材では顕著なき裂閉口を生じてき裂進展速度が低下
するが，水素吸蔵材ではき裂閉口がほとんど生じず，き裂進展速度の加速がより著しくなることも明ら
かとなった。
S U S 304 , S U S 301鋼の水素助長き裂進展に及ぼす試験温度の影響を調べ，水素吸蔵材，水素吸蔵
品斗畠



















(1) 高温陰極電解法によって高濃度の水素を吸蔵させたオーステナイト系ステンレス鋼 S U S 304 (18 
Cr-8 Ni) および S U S 301 (17Cr-7 Ni) を用いて，繰返し応力下のき裂進展挙動を調べた。この
結果，オーステナイト安定度の低い S U S301鋼の方が水素によるぜい化の度合が大きく，水素吸蔵
材における非吸蔵材からのき裂進展速度の加速は20wt ppm 程度の固溶水素で10倍以上に達すること
を明らかにしているO
(2) 水素吸蔵材のき裂進展速度におよぼす試験温度の影響を -20から 1000Cの範囲で調べ，き裂進展速







分に取り固まれる二重構造となっているために 40""""60 0C というような高い温度下でも水素は周囲へ
急速に拡散しない。このことがき裂先端部の水素濃度が高く維持される原国であり，したがってまた
き裂進展速度を高める主要因になっているO
(4) き裂先端に生成されるマルテンサイト領域のサイズと破壊のプロセスゾーンのサイズが同程度の時
に，き裂進展速度が最も大きく加速されることを指摘している。すなわち塑性ひずみが大きく加工
誘起マルテンサイト領域が広すぎる低サイクル疲労域より この領域が限定される高サイクル域にお
いて，水素によるき裂進展速度の加速がより顕著に現れることを指摘している。
以上のように本論文は，オーステナイト系ステンレス鋼の水素ぜい化の現象に関し新しい多くの知見
を得ており，材料強度研究上貢献する所が大きし、。よって学位論文として価値あるものと認めるO
